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２０１３年３・１ビキニデー集会が２月２８

日～３月１日静岡県で開催され全国から1,700

人が参加しました。28日の全体集会では日本原

水協の安井正和事務局長が基調報告に立ち、

「日本政府が今なすべきことは、憲法9条と非

核3原則を持つ被爆国として核兵器全面禁止を

積極的に提唱し、被爆国にふさわしい役割を果

たすこと」と指摘。そのためにも核兵器廃絶の

圧倒的な世論を築きましょうと呼びかけました。続いての海外代表や全国各地の

取り組みの経験や教訓の報告では、大阪原水協から小松正明事務局長が40人の大

阪代表団とともに登壇（写真）し、「大阪100万署名推進委員会」の取り組みを

報告しました。壇上から100万署名推進委員会の出来上がったばかりのポスター

を披露すると会場から「ウオー」と歓声が上がりました。発言の最後で「大阪で

府民の良心である100万署名を集めることは、橋下『維新の会』が狙う核兵器容

認、憲法改悪、平和施設への破壊攻撃、市民病院廃止や地下鉄民営化などファシ

ズムと市民いじめから、大阪での平和と民主主義を守るものだと確信しています」

と述べると大きな共感の拍手が起こりました。

この集会成功を契機に100万署名の推進、国民平和大行進、原水爆禁止世界大

会にむけて大きな一歩を踏み出しましょう。

３

〔編集〕原水爆禁止大阪府協議会 大阪市中央区谷町７－３－４ 新谷町第3ビル210号 Ｔｅｌ（06）6765-2552 ＦＡＸ〔06〕6765-2837

今回初めてビキニデーに参加しました。恥ず

かしながらアメリカの水爆実験で１隻の漁船の

乗組員が被爆しただけと思っていました。とこ

ろが集会・分科会などで学んでいくと被爆した

のは第５福竜丸１隻ではなく、1000隻（約２万

人）以上が被爆していることがわかり衝撃を受

けました。

マーシャル諸島のロンゲラップ島の住民達も

被爆していて、これに対してのアメリカの対応

もびっくりしました。これから第２第３の広島・

長崎・福島にならないようにしっかり学習して、

他人事ではなく自分自身の生死にかかわる問題

として取り組んでいこうと思いました。

参加してよかったです。

（関西共同印刷労組 梶原直人）

全て大阪地裁ですが、裁判内容によって法

廷が変わりますのでご注意下さい。

◎ 3月 7日（木）午後1時30分～5時

806号法廷

新・却下取り消し訴訟

◎ 4月24日（水）午前11時～

202号法廷

第３次義務付け訴訟

◎ 5月16日（木）午前11時～午後5時

806号法廷

新・却下取り消し訴訟

● 6月 1日（土）午後1時30分～

大阪グリーン会館（天神橋1丁目）

訴訟支援近畿連絡会総会

1954年3月1日、アメリカがおこなったビキニ水爆実験から59年。きょう私たちは、

無線長の故・久保山愛吉さんの「原水爆の被害は私を最後にしてほしい」との言葉を

胸に、「第五福竜丸」の母港で、間近に世界一危険な浜岡原発を抱える焼津市に集い、

核兵器全面禁止への決意を新たにしています。

アメリカがビキニ環礁でおこなった水爆実験「ブラボー」は、世界の核軍備競争

を人類絶滅の危機という新たな段階に推しすすめました。いまも約2万発の核兵器が

私たちを脅かし、国際世論の反対の中、北朝鮮が核実験を強行するなどこの危機は終

わっていません。

2010年8月、国連の潘基文事務総長は、「核抑止力」は「安全保障に名を借りた妄

想」と指摘し、2020年までに核兵器をなくそうと呼びかけました。それを前に2015年

には、「核兵器のない世界」の合意実行が問われるNPT再検討会議も開かれます。

私たちはそこにむかって、全世界の草の根から、人々の連帯した行動を創りださな

ければなりません。また、この被爆国日本で、憲法９条と「非核三原則」を守り、政

府が国民の願いに応え、福島第一原発事故から２年、その被災者にも思いを寄せなが

ら、核兵器全面禁止と非核平和の日本の実現のために行動するよう声を高めなければ

なりません。

その鍵を握るのは一人ひとりの意思と行動です。2013年を核兵器全面禁止の流れを

加速するために、3・1ビキニデーを出発点に、全国の草の根からただちに行動を広げ

ましょう。
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